



著者 齋藤 豊, 和田 怜子, 類瀬 健二, 村主 光子, 石田
周子, 松浦 孝明, 池田 仁, 大川原 恒, 松田 泉, 
































































































































































































































































































































































































































































































































7. 文部科学省 (2007) 特別支援教育の推進について
（通知）．
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1 調査と補充 ・直角三角形 ・定規
言


















































展 1. 公式を覚える際に，「縦の長さ x横の長さ」
開 →『タテxョコ， タテ xヨコ oxo』,「 1
辺の長さ X 1辺の長さ」→『 1辺 X I辺， 1 
25 辺 X 1辺 oxo』と言語化・動作化し，リ
分
ズムで覚えさせたものを用いて確認する。
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1 題名つけ 1 
1中心語句をとらえる I I 比諭を使う I 
1あらすじをつかむ 1




1 反対の言葉 I 
（文責村主光子）
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4月 5月| 6月 7月 9月 10月 |11月 |12月 1月 1 2月 | 3月
文字（漠字、表記の仕方）
お休みの日の話












































































































































































































































































課 題 原因 具体例 手だて
ボデイ・ 経験不足 整列が苦手 整列は肩，挙上運動
イメージ 空間把握 腕の挙上運動 は肘など体の部位を
の形成 の困難 で上肢が伸び 意識させる
ない
空間把握 体操の手本を 動きのポイントをこ








動作の複 つに向き ながらバトン した動きで繰り返し
ムロ やすい をわたせない 練習する
処理可能 ゲーム中に次 少人数，コートを狭
な情報量 の動きを予測 くなど情報量の少な





































言語性 (VIQ) 86 動作性 (PIQ) 50 全検査
(FIQ) 65 言語理解 (VC)86 知覚統合 (PO)56 
注意記憶 (PD)85 処理速度 (PS)50 
②言語性下位検査結果
言語性
知識 類似 算数 単語 理解 数唱
平均
評価点 7.7 ， 8 8 ， 5 7 




［ t 様 胃t し平均 万ロ せ
評価点 2.5 7 1 1 1 4 1 




































































































ボ 空間把握の ールを足（フ たい時には右足の小指





































胄 A動作と B が難しい。 し練習する（大きなボ動作のスイ 攻めながら味 ールで，ボールの空気
の
ッチが完全 方にパスす を抜いて，動作を言葉






















































































トー一—- --- - - - - - ---
ドリブル練習，







































































































△ ， △ の転がりを小さくするために空











1 （キーパー）・． 2 ．どうしてもうまくいかない時に










































































































































































































































































言語性 (VIQ)114 動作性 (PIQ)47 全検査 (FIQ)80 
言語理解 (VC) 121 知覚統合 (PO)51 
注意記憶 (PD)82 処理速度 (PS)52 
②言語性下位検査結果
言語性平均 I知識 I類似 I算数 I単語 I理解 I数唱
評価点 I 11.3 10 I 14 I 7 I 12 I 18 I 7 





［ >様 胃>し万ロ せ







































































































































































発想から 用途にあったデザイ 陶芸作品ができるま 自分・
完成ま ンを，自分の知識や での過程や工程を体 友達の
で．イメ 経験の中から創造 験，学習し，活動す 作品か
ージを持 し，新しい独自のデ ることによって特徴 ら，よ
って自主 ザインができる。 を踏まえて，制作に い点や
的に活動 素材に実際に触れる 活かすことができる。 改善点
ができ ことにより，新たな 自分にあった表現方 を見出













月 日 時 ．導入
10 20 2 ・焼き物ができるまで
・アイデアスケッチ①ー 1
25 1 ・アイデアスケッチ①ー 2
27 2 ・粘土づくり （乾燥した粘
土を砕き水を入れる）








17 2 ・粘土作り （関）
・粘土の技法 （創①）
・粘土の種類 （鑑）
14 2 ・アイデアスケッチ② （関）（鑑）（発）
•石膏取り
12 1 2 •制作（予備） （関）（発）
12 2 ・冬休みの課題発表 （鑑）（関）（発）
•制作
19 2 ・加飾 （鑑）（関）
・仕上げ・乾燥 （発）（創）
2 2 2 ・仕上げ （関）（発）
・窯入れ・素焼き (750度） （創）， 1 ・下絵付け① （関）（発）（創）
16 2 ・下絵付け② （関）（発）（創）












































展 （スケッチブックに ようにメモを取らせる （発②）
予想図を描いたり （図でも文字でも可）。























































































































































































































































































































































































































































WISC皿〔VIQ: 92 PIQ : 47 FIQ : 68 (VC : 105 



































































































































































筑波大学附属桐が丘特別支援学校研究紀要 第43巻 2007年 43 
V. 支援部における通常学校に在籍する児童ヘ
の支援
支援部では，施設併設学級での転出児童生徒へのアフ
ターフォローのノウハウを生かし，地域の小中学校に在
籍する肢体不自由児の支援を行ってきた。
1. 支援部ケースの特徴
図9
図9は，当校の教育相談・支援のケースの障害種別の
広がりの特徴を表している。センター校として活動して
いる地域の養護学校と比較すると肢体不自由の割合が非
常に多くなっている。
これは当校の教育相談・支援の活動が心身障害児総合
医療養育センター，地域の発達センター等の医療機関と
の連携で行われてきたために，ケースの多くがこれらの
医療機関の紹介を経てきていることが要因になっている。
また，支援が必要であるにもかかわらず，支援の対象
として浮かび上がってこないという通常学級に在籍する
ケースの実情がうかがえる。
2. 肢体不自由児の教育相談・支援の背景 問題のわか
りにくさ
肢体不自由児の支援の課題は，設備，人手，本人の努
カの問題ととらえられ，それぞれのケースの苦戦の実態
が学級担任に届かないことが多い。
肢体不自由児の支援には，介助員等の人的サポートは
不可欠である。しかし，ケースの課題は人的サポートに
任せきりになってしまうことがあり，多くの活動で介助
員やスクールヘルパーや保護者が担任とその子どもの間
に立つことで，担任が実態を知る機会をなくしている。
本人や保護者は問題を感じていても，就学時にさまざ
まないきさつがあり，学校や担任に困っている状況につ
いて率直に話し合う機会を持ちにくいケースもある。
また学校との関係が良好であっても，その子どもの障
害をどのように理解してもらうか，さらに現状で困って
いる状況をどのように伝え，学校に具体的にどこの改善
を要求したらいいのかに苦慮している保護者も多い。
「友達との関係がうまくいっていないように感じる」
という保護者の「漫然とした不安」の相談を受けて，そ
こから肢体不自由の問題を感じ，具体的な支援の方策を
立てることは難しいことである。
担任はケースの苦戦や問題をあまり感じず，保護者も
困難さを伝えにくい状況の中で，通常学級での肢体不自
由児の課題は顕在化しにくく，学校の中で問題を共有さ
れていないことが多い。
3. 肢体不自由児の困難さとは
肢体不自由児の通常学級での困難さは，実際には，わ
かりにくいものである。通常学級に在籍する肢体不自由
児の多くは遠足や宿泊学習などの行事，運動的な活動，
図工や音楽など限られた場面以外では在籍校に特別な配
慮の必要性を感じさせない。通常の学校生活上ではまっ
たく目立つ問題がないケースも少なくない。
しかし，多くの場合は，
いつも時間に追われていて，がんばっていても達成感
が得られにくい
状況にある。必要な運動・動作そのものはできていても
日常的なすべての場面で少しずつ作業が遅れている。こ
の遅れは， 1日の活動の中では解消されることがなく，
むしろ蓄積して，常に時間に追われている状況を作って
いる。準備ができて顔をあげた時には，すでに活動が始
まってしまっていることが多い。
肢体自由児にはもともと，図10にあるような動作面で
の課題を持っていると考えられる。
動作面
図10
何とか周りのスピードに追いつこうとする時間に追わ
れて余裕のない生活が，図11に示されるような心理的な
動揺をも引き起こしている。さらにこうした心理的な動
揺がまた運動・動作面の遅さを助長するという悪循環に
つながっている場合も少なくない。
図11
44 「教育ニーズ」に応じた指導の実現を目指して
4. 支援の方針
肢体不自由児の支援では，身体的にも，心理的に余裕
があり，学習活動に向かえる時間，集中力，体力を確保
できるように生活を整えていくことが不可欠である。そ
のためには，支援の内容を検討する際，学校生活の中で
は時間をかければ自分でできることをあえて介助して行
う，あるいはその行為そのもの（更衣や用具の整理など）
を行わないことを常に考慮する必要がある。
また，そのケースの課題を学校，医療機関，学童，家
庭などで分担し，課題解決のために連携していける体制
作りを行っていく必要がある。
支援の内容は，支援が必要だと思われる場面を複数あ
げて，担任，保護者，本人と検討していく。学校，担任
の負担感がないもの，本人が受け入れものから始めてい
く。当初，負担感が少な<,受け入れやすい内容を限定
して行っていくことは，担任がそれを実施することでケ
ースが生活しやすくなることを実感したり，本人が自分
なりの生活の工夫に気がついたりすることにつながりや
すい。こうしたステップは，支援の意義を実感すること
につながると考えられる。特別支援学校の視点から極め
て有効な支援の内容と考えて検討内容としてあげても，
本人が受け入れないということは珍しくはない。受け入
れやすい支援の内容を実施することで，学習がしやすく
なった，自分がやりたかったことができるようになった
等と実感することが大切である。
学校や担任にとっても具体的な支援の内容に行うこと
で子どもに変化が見られたということを繰り返しながら
その子どもの障害の状態について理解を深めていくよう
である。
支援の内容
活用できる資源や機関との情報共有と連携
学校生活を整える
①学校生活を安定させて，学習に向かいやすい環境を整
える
（生活環境の整備，学習環境の整備，教材の整備）
②効果的な学習方法を考える
複数の選択肢として挙げる
初期の段階では・・・
学校，本人が受け入
れられるところから
やりやすさを実感する
自分なりの方法に気づくこと
図12
5. 支援の計画を加えた支援モデル
施設併設学級では短期在籍児童生徒に対して，長年に
わたって支援を行ってきた。その施設併設学級の支援に
おける利点として，次の点があげられよう。
①前籍校や保護者との情報共有・連携が円滑にできる。
②施設併設学級在学中から実際の指導と平行して支援体
制の検討ができる。
③校内で作られた支援体制が，そのまま前籍校での支援
体制として利用できる。
④施設併設での医療機関と連携した指導実績，前籍校担
任や保護者との情報交換など，子どもに関する豊かな
情報を持っている。
等である。
これらの施設併設学級が持つ利点を，センター的役割
を持つ特別支援学校が外部支援に活用するためにいくつ
かのポイントが考えられる。こうした点をふまえた支援
の手続きを整えていく必要がある。
①情報を得て，保護者や関係機関と共有する工夫
②子どもの在籍校との連携の工夫
③肢体不自由児の持つ困難さについて共通理解するため
の工夫
当校支援部で行っている通常学級支援では，情報共有
レポートと支援の計画の書式を定式化し，この 2つの書
式を中心にして，図13に示した支援の手続きをあわせて
一つの支援モデルとして試行している。
（文責田丸）
支援の手続き
情報共有レポート
（肢体不自由のアセスメント）
支援の計画
実施
図13
